
計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画期間

計画の目標

評価指標

対象事業

全体事業費

項目 評価項目 評価

1
 関連する計画との整合
性が図られているか ○

2  地域の課題を適切に対
応する目標となっている
か

○

1  整備計画の目標と定量
的指標の整合性が取れ
ているか

○

2  事後評価ができる適切な
指標となっているか ○

3  構成事業の実施による効果
を評価するための指標とし
て適切なものとなっているか

○

1  円滑な事業執行の環境
が整っているか ○

2
 地元の機運が醸成され
ているか ○

【評価基準】
　　評価Ⅰ　事業を実施 　「評価Ⅰ」は全項目に○印がついている

　　評価Ⅱ　計画の見直し 　「評価Ⅱ」は1項目でも×印がついている

 森林整備に係る地区懇談会等により事業予定地の
同意または理解が得られている。

整備計画の
効果・効率性

 整備計画の目標として適当な定量的指標の設定と
なっている。

 素材生産量として、事後評価できるものとなってい
る。

農 山 漁 村 地 域 整 備 計 画 　　事 前 評 価 調 書

計

画

の

概

要

長野県木を活かした力強い産業づくり整備計画

長野県

長野県内の全77市町村

令和７年度～令和11年度（５年間）

　長野県の森林は、民有林人工林約33 万５千ヘクタールの約８割が50 年生を超えるなど、
森林資源は着実に充実してきている一方で、若い森林の造成は遅れており、民有林人工林
のうち20 年生以下の森林は１％にも満たない状況にあって、主伐とその後の再造林を進
め、人工林の若返りを図ることが喫緊の課題となっている。
　長野県が取り込んでいく具体的な施策と目標を示した「森林づくり指針」に基づき、主伐・再
造林を実施することを目標としている。
　本計画において令和11年度の目標値の達成に向け森林整備事業を実施する。

・路網整備により生産性を向上し、素材生産量の増加（625千㎥（基準年：R3）  ⇒ 880千㎥
（R11））
・林道及び橋梁等の機能点検・機能診断実施率（計画期間100％）
※機能点検・機能診断実施率＝機能点検・診断実施施設数／機能点検・診断実施予定施

○対象事業
　森林整備事業　75地区

評価結果

1,814,362千円

評

価

説明欄

目標の妥当性

 長野県ふるさとの森林づくり条例第9条に基づく「森
林づくり指針」の施策方針である「多様な森林整備の
推進」及び「林業再生の実現」に合致しており、整合
が図られている。

　森林の多面的な機能を発揮するための森林の整
備、保全及び県産材の有効活用を図るための目標
設定となっている。

 森林整備及び路網整備の実施により発現する効果
として適切な指標となっている。

整備計画の
実現可能性

 林業労働力及び木材産業の状況等を勘案し、実施
可能な計画となっている。


